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ソフトウェア技術者協会 (SEA) は，ソフトウェアハウス，コンピュータメーカ，計算センタ，エンドユーザ，大学γ研究所な
ど，それぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の墜を館えて，各自の経験や技

術を自由に交流しあうための「場J として， 1985年 12月に設立されました.
その主な活動は，機関誌 SEAMAIL の発行，支部および研究分科会の運営，セミナー/ワークショップ/シ ンポジウムなどのイ

ベントの開催，および内外の関係諸国体との交流です.発足当初約 2∞人にすぎなかった会員数もその後増加し，現在，北は北海

道から南は沖縄まで， 5∞余名を趣えるメンバーを擁する』こいたりました.法人賛助会員も 25社を数えます. 支部は，東京以外

に.関西，横浜，名古屋，九州，広島，東北の各地区で設立されており，その他の地織でも役立準備をしています.分科会は.東
京，関西，名古屋で，それぞれいくつかが活動しており，その他の支部でも，月例会やフォーラムが定期的に開催されています.

「現在のソフトウェア界における最大の課題は，技術移転の促進である j といわれています.これまでわが国には，そのための

適切な社会的メカニズムが欠けていたように思われます. S臥は，そうした欠落を補うべしこれからますます活発な活動を展
開して行きたいと考えています.いままで日本にはなかったこの新しいプロフェッショナル・ソサイエティの発展のために，ぜひ

とも，あなたのお力を貸してください.
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編集部から

* 
今度はやや早めの船便です.

会食

昨年の暮れと今年の 1 月に SEA 名古屋支部で行われた議論のあらましを，筏井美枝子さんにまとめてい

ただきました.筏井さん，そして関係者のみなさん，ありがとうございました.

食会食

今年入会されたばかりの黒津公雅さんからは，教育分科会で報告された遠隔学習の現状についてのサーベ

イをまとめていただきました.なかなか有益な情報だと思います.

**** 
幹事会メンバーの 1 人である新谷勝利さんからは，ご自分が ICU で教えていら っ しゃる「ソフトウエア

開発論」講座についての生のデータを提供していただきました.これからの教育問題を考える上で貴重な情

報でしょう.

***1た*
例年秋の恒例行事である ISFST in 中国の論文募集要項が決まりましたので，巻末に載せました . 今年

は，当初古都・西 安で開催の予定だ‘ったのですが，楊子江ダムが年末に完成し，名勝・三峡が水没して見

られなくなってしまうという話で，急拠計画を変更し，プレ会議チュートリアルを西安で，そして本会議を

武漢でという「二都開催」に変わりました.みなさん，ふるって論文/事例報告/ツールデモをご応募くださ

Uミ

**1公安**
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SEA 名古屋支部討論会 レポート

ーソフトウェアおよび、ソフトウェア開発の構造改革

筏井美枝子

SEA 名古屋支部では、 1995 年 4 月から 、 毎月 1 、 2 回の割合で、ミニセミナーと呼ばれる勉強会

を聞いています。 (これまでの、ミニセミナーの背景や内容につきましては、 http://

sea. [orums.gr.jp/nagoya/ を参照)

夕方 18 : 30 -20 : 30 の 2 時間に開催している勉強会(セミナ一、フォーラムなど)には、いつ

も 15 名 ~25 名くらいの参加者があり、コーヒー&お菓子っきで、和やかな中にも活発な意見交換

が行われています。勉強会の後は講師を囲んで懇親会となりますが、話がはずむと、 何次会かに

名古屋名物の味噌煮込みうどんを食べて、お聞きになるのは午前 I 時 2 時ということも珍しくあり

ません。

本音で語る勉強会であるのと、スタッフが時間的に余裕のないこともあって、レポートのたぐ

いはほとんど残していません。今回苦戦していますこのレポートも、本来は出す予定ではなかっ

たのですが、昨年 12 月 26 日のフォーラムに参加されていた岸田さんから、 fSEAMAIL にレポート

を」と言われたことをうけまして、パネリストの方々にご相談しましたところ、諸問隆司さんと

田中一夫さん、それに東京から参加してくださった熊谷さんの三人が書いてくださるということ

でしたので、なんとかレポートにまとめてみることにしました。

今年 1 月 22 日の討論会と合わせて、三人のプレゼン資料と感想、そして、私のおぼつかない記

憶をたどりまして討論の経過をお伝えしたいと思います。 なお、この 2 回のイベントは、忘年会・

新年会を兼ね、 with Beer & Piza で行われましたので、私を含めアルコールに弱し、何人かは、舌

が勝手に回ってしまったり、一部の記憶が脱落しておりますので、つじつまが合わない箇所があ

りましでも、みなさまの豊かな想像力で行聞を埋めてくださいますよう、お願いいたします。

"* SEA 名盲屋支部 12 月ミニセミナ一会

一年忘れフォーラムー

日時・ 2001 年 12 月 26 日(水) 18:30 -20 ・ 30

タイト/レソフ トウェアおよび、
ソフトウェア開発の構造改革」

概要: 近年、ソフトウェアの開発は、

一期間の短縮
一仕様変更の対応
ー品質の確保

ーコストの削減

といった要望が、ますます厳しくなって

きています。

今回のミニセミナーは、そのような要

望に「どのように対応していくのか ?J 、

「対応可能なのか ?J という疑問や問題

点を、 XP， リファクタリングなど、今話

題の開発方法を交えて討論します。な

お、今回は年末恒例の年忘れフォーラム

ということで、パネラの方に火付け役に

なっていただき、参加全員で寒さを吹き
飛ばす熱い議論を展開したいと思ってい

ます。
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女 2002 年 1 月ミニセミナ一女

一新春討論ー

日時 2002 年 1 月 22 日(火) 18:30 -20:30 

タイトノレ rX PIまHYPE カ為?

一これからのソフトウェア開発環境・
プロセスのありかたをさぐる一

概要 1 2 月のフォーラム rrソフトウェア

および、ソフトウェア開発の構造改革J

では、 XP の可能性が話題になりまし

た。ネットニュースグループでも、 XP

の導入可否をめぐって、賛否両論、今
様々な話題が沸騰しています。そこで、

今回は、前回のフォーラムの続編とし

て、 XP とは何か?そして、いま、 XP

にまつわりどんなことが議論されてい

るかなどを簡単に紹介し、それをきっ
かけにこれからのソフトウェア開発環

境・プロセスのありかたをさぐってい

きたいと思います。
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ところで、「構造改革」って何?

一つのフォーラムを振り返って ー

筏井美枝子

小泉さんが「構造改革」という言葉を使ってか

ら、「 の構造改革J という言葉が、一時期、そこ

ここで聞かれ、この企画を立てたころは「情造改
革ばやり J だった。最近は、疑惑議員の話題ばか

りが日に付く。それはそれで、腐敗しきったたも
のが次々に明るみにでて ー これをきっかけに政治

の構造改務がどっと進むかという期待も少しは

あったのだが、ちかごろは腐敗をたんまり抱えて

いそうな情造同士の防衛戦じみてきて、改革への

期待がはぐらかされなきゃ良いがと善良な国民の

一人として心配になる。

とここまで書きながら、うかつにも、小泉さん

が「構造改革」という言葉をどこから持ってきた

か知らないことに気づいた。英語の restructure だ

ろうか?いわゆるリストラだけど、リストラは従

業員の首切りみたいなイメージが定着ーしてしまっ

たから、本来の意味を新しい言葉で置き換えたの

かもしれない。ついでに、改事という言葉を WEB
の辞書で号|いたら、「基盤は維持しつつ、社会制度

や機構・組織などをあらため変えること J とあっ

た。いずれにしろ、問題は、「改めて、どう変える

か ?J なのだが、それにはあるべき構造の姿がな

くてはならない。少なくとも、 改めるべき方針を

明確にする必要がある。でないと、改革の果てに、

すっきりした入れ物にはなったが、その構造を支
えるはずの人間には牢獄のようなものになってし

まう可能性だつであるω

無駄と思えるものを片っ端から省き(それが本

当に無駄なのかはさておきに組織としての枠と上

下階層を固め、責任範囲を明確にし、生産性向上

を目指す。それも確かに構造改革といえるのかも

しれない(というか、一般にはこの穫のものが主

流であるのだろう)が、何か息苦しい。「貧すれば

鈍す」ともいえる雪印に始まる食品業界のあきれ

返ったモラルのなさも、実は食品業界に隈った話

しではないという戸もある。不始末が起きれば、

明確になっているはずの責任範圏はどこへやらで、

工場長や現場の人間に責任をなすりつける経営陣
の破廉恥さ3 組織とか構造とはいったい何なのだ

ろうか?

前置きが犠道にそれで長くなってしまったが、

昨年 1 1 月に入ったころ、名古屋支部恒例の年末

フォーラムを何にしょうかという話しが出たとき、

KIUI の中で、リファクタリングとかXP に興味を

持っている人がし、て、これを材料にしようという

ことになった。でもこれだけのフォーラムだとつ

まらないよねということになり、忘年会も兼ねて
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いるしというので、「ソフトウェアおよび、ソフト

ウェア開発の構造改革j などと、かなり大仰で胡散

臭いタイトノレにした。

なぜ胡散臭し、かといえば、政治の構造改革もそう

だけど、構造の実体や改革の方針が明確でない限

り、この言葉は単なるお題目でしかない。しかし、

逆にフォーラムのタイトルとしてみれば、どんな構

造に対してどんな改噂.が飛び出すか、蓋をあける楽

しみも出てくるというものである。

さてその結果はといえば、議論の詳細は次ベージ

を読んでいただくとして、パネリストの田中さんか

ら産業構造の改革という面からの鋭い提案をしてい

ただいたにもかかわらず、いわゆる構造改革的な話

題は盛り上がらず、主な話題はXPなど、イメージ

が見えるもののほうに集中した。

というわけで、 1 月のフォーラムはXPの話題を

中心にしたのだけれど、 XP を代表とする Agile な

方法論が出現した背景を見ていったり、友一プン

ソース潮流に始まる一連の流れを考えるなかで、意

外にも、ある種の草の根的な構造改革が垣間見えて

きた気がする。

改革のキーは次の二つである。

-時代や環境にマッチした柔軟な構造に

.人間に重点をおいた構造に

である。

「栴造」とか「組織」とし、う言葉は、何故か無機

質めいて硬く冷ややかである。たとえば、鉄筋建で

ガラス張りの建造物は、堅固で効率的で美しくあれ

ば良いというかもしれない。しかし、人間の営みに
関わる構造という視点、でみた場合は変わるのではな

いだろうか。それらが何のためのもので、何を支え

ているかを考えたとき、世の中の構造、特に組織に

あたるものはもっともっと柔軟でなければならず、

かっ、中心には「人間」とし、う有機質の暖かさを据

えなくてはならないように思う。そして、それを

しっかり考えた改革こそが真の構造改革なのだとい

う気がする。

開催から二ヶ月が過ぎ、 r.f'溝造改革J というテー

マに照らして、今回の二つのフォーラムをすこしだ

け振り返ってみました。読み返せば、胡散臭いもの

をさらに胡散臭くしてしまった気もしますが、忘年
会&新年会フォーラムのレポートということで、大

目にみていただければと思います。



[経過をかしζ~h寸

昨年 12 月 26 日の フォ ーラムは、 パネ リストのか

たから、次のようなプレゼンテーシ ョ ンがあっ た。

諸問隆司@中電コンビュータサービスさん :

XPやリファクタリングなど最近注目されている

校法/方法論について説明し、ソフトウェア自身

の構造改革案を提示。

田中一夫 @ jfits さん

ソフ ト ウェア開発の管理面 (プロセスを含む)

の構造改革案を提示。

海老原祐太郎@ りぬ く す工房さん ・

で

最近の開発経験から、ソフトウェアならびにプロ

セス面での、構造改革案を提示。

諸岡さんと田中さんの資料ならびに感想、は、後の

ページに掲載した。海老原さんには、当日、 WEB シス

テム開発における問題点を中心にお話しいただいた。

討論では、 XP に関する意見・質問が多くあがっ

た。以下に思いつくものを列挙する。

-現状の開発には使えない

あれは Smallta l k だからできるのだという意見と、

事務処理システムは本当は仕機変更はそれほど多

くないから必要ではないという意見があった。

-部分的には使えるのでは?

ユニッ ト テスト、ベアプログラミングなどが、使

えそうな候補としてあがった。

-見積もりはどうなるのか?

開発の始めにすでに予算と納期ありきの開発が多

く、開発の途中途中で細かく調整していくような

やりかたは現実には無理との声が多かった。

-現在の開発プロセスでリフ ァクタリングの機会は

作れるのか?

一旦作られて動いているシステムにリファクタリ

ングのために手を入れるのはユーザに嫌がられる

うえに、 コ ストをかけて行う必要性を上に認めて

もらうのは難しいため、現状では、正式なリファ

クタリングの機会は持ちにくい。結局、品質向上

への関心により、技術者個人が機会をひねり出す

しかないだろうというのが大方の意見だった。

-誰もがソースコードを修正できるようにするのは

危険ではないか?

誰がいつソースのどこを修1Eー したかは、構成管理
をしっかりしていればわかる。リリース版の貨任

者は必要だろうというのが、オープンソ ースで

ソース管理を している人の意見であった。

- 設計はどうなるのか?

XP では、従来の設計やドキュメントにあたるもの

がないが、ある程度は必要ではなし、かという意見

が多かった。
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-ペアプログラミ ングは本当にう まく行く のか?

実際にやってみた人から、相手が誰かにより、う

ま く い く 場合と苦痛を極める場合があるという 、

非常にもっともな意見があった。

また 、 構造改革に関しては、「ソフト ウェ ア開発の構

造改革は、素養のない技術者を令部辞めさせることで

ある。 J などというプッ飛んだ志見から、まずは、 きち

んと構成管理を徹底すへきという地道な意見(参加者

の中で、現在関わっている開発で構成管理をしていな

いという人の数が以外にも多かった)までさまざまで

あったが、 「構造改革」 の構造にあたる対称と構造の定

義があいまいであったのと、司会者の力不足もあり、

議論は、ソフトウェア開発技法、 C酬を含む開発プロ

セス、業界の構造など、多岐に発散した形で終わった。

このフォーラムで、 XPへの関心が多かったことも

あり、今年の l 月 22 日には、 XP に焦点を合わせ、事

例やネ ッ トニュースでの話題を探るなどして、もう 一

度討論会を行うことにした。 とっかかりとして、

.XPの位置づけ

Martin Faw l er の -The New Methodology. とし、う WE日

上の記事をもとに、新しいソフトウェア開発方法

論 (Ligh tweight :lfethodology) の流れと、その中で

のXPの位置づけを説明』

.XPのプロセス流れ

XP に関する WEB サイトはいくつかあるが、 http: /

/www.extremeprograming.org から、 XP のプロセス図

に従い、どんなふうに開発が行われるのかをた

どってみた。

.XP の導入事例など

tγ'ovember/December， 2001, IEE 50FT刷Rrに XP の

導入事例が掲載されていたので、その中から事例

を三つ紹介。

を筏井が説明することになった。 その際、 質問 ・ 討論

、 を適宜行いながら進めた。

結局、 X P は、ある条件(小規模、仕様変更が多い、

顧客が協力的、技術者が前向きなど)の基では、効果

的な方法論であるらしいことがわかったが、 一方で、

この条件にあてはまるというのが、現状ーでは結構難し

いこともわかった。 (特に、顧客が協力的、伎術者が前

向きという点で)また、繰り返し (i teration) の中で、

リファクタリングと CRC カ ー ドとぺアプログラミ ング

により設計しか行われないという点も、不安や疑問を

覚える人が多かったように思う。

参加者の多くは、「う ーむ、今の現状ではすぐには使

えそうにないな。 J という感触を持ったようにみえる。
若い技術者の人たちも、現状とのギャップに戸惑い気

味な感じで 「是非やってみたいJ という人は、少な
かった(個人的には、ちょっと残念 )。

X P を含む Agil e (機敏な)開発方法論が、これから

のソフトウェア開発に構造改革を起こすものかどうか

は、今のとことまだわからない。ただ、世界の複雑さ、

変化の速さ、そ してそこに住む人聞の他1高観に合わせ

て、技術や方法論も変化していくのは自然なことであ

り 、 機敏さ、人間性、多様さといったキー ワードが構

造改革のキーかもしれない .. .' 
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田中一夫@ jfits 

SEA 名古屋支部 12 月ミニセミナーに参加して

ひょんな事から、 12 月ミニセミナーを申込みました。すると、筏井さんから以

下の Mail がきました。 そして、驚く事に、パネラーになっていました。

パネラのかたには、 …人 1 5分づつのプレゼンをお願いしています。

テー7はですね。 すごいですよ。腹を抜か店ないでね。

ryフ卜クェアおよび、 Yプ介クェア閉廷の待造改革J

でれ符造改革ばやりなので、わ5と胡殺泉主を匂わせたりしましたβら

で、出中主んには、 yフトグェア周芳の管理iJij(プロセスを含ξ/，)でのうん

と刺波的な改革案を出してもらえ-3れば良いです。出中主んなら筋単で

L よ。 : ) 

追い込まれてしまったので、慌てて、次頁の PPT を作成しました。との中では、

・コスト削減~高い費用の Vender

.ソフト開発の期間短縮

-品質の健保

・仕様変更の対応

の 4 要件に関し、簡単に書きました。

当日のパネル後の議論でも多少触れられました

が、大きな課題は日本のソフトウェア産業の歪みで

あると考えます。

今回、客先でのプロキシ一顧客の位置付けで、

客先常駐となり、 2000 年 4 月から 2001 年 3 月まで

某プロジェクトに参画しました(このプーロジェクト

のために、名古屋単身生活が始まった) 0 Vender 側

の体制は、 1 次受けから 4 次受けまであり(実際に

は、 5 次受けまであったらしし、)、 1 次受け企業は、

モノ作りというより、管理面に徹していたように見

える。この 1 次受け企業は、世間では SI Vender と

して大手であり、!日来の建設業で言うところのゼネ

コンである。

では、具体的に今回の体制で何が問題になったか

を整理してみると、まず「コスト高J という問題が

大きくクローズア ップ ウれる。今回の Vender は、初

期構築費用はある意味で妥当であったが、保守・維

持費用は高いと云わざるを得ない価格であった。 3

次受けあるいは 4 次受けの会社の伎術者が出した見

積に比べ、 2 倍?の価格で提示されているようだ。

これには、管理費や初期構築の Lost 回収分等が

入っていると思われるが、ユーザ側としては、これ

以上の保守・維持を継続すべきかどうか判断に悩む

金額になってしまった。
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次に、問題になったのは「品質の悪さ」であり、

開発時の Bug の多さは凄かった。この原因は、寄せ

集め集団であり、コミュニケーションの悪さと技

術・知識のバラツキから品質が悪くなったと思われ

る。さらに、保守・維持環境になっても棺変わらず

初歩的な Bug が発生していた。品質の悪さの全て

が、下請け構造だとは思えないが、下請け構造だと

許される仕組みになっていると思われる。

さらに、この様な Vender を採用したのが、 SI

Vender大手だと安心できるというユーザ側の認識の

甘さからきている。特に、このユーザは、この SI

Vender に過去、何凶か依頼して 「納期は必ず守る」

という実績があったらしい。

「作る側も良くないが、発注する側も良くない」
というのが最近の傾向だと思う。 XP(eXtreme

Programming) が流行っているのは、従来、 一方的に

作る側が悪いって思考だったが、 XP ではユーザ負

担・責任を明確に揺っており、作る側は、 作る事に

徹することができそうだから、作る傾IJの採用がi曽え

ているのではないだろうか。

今回、筏井さんのお陰で自分の佼置付けを再考さ

せられ、少しだけ、今後の方向が整理できたのは幸
いであった。
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ソフトウェアおよびソフトウェア開発の構造改革 2田1.1 2月日目

自己紹介

-コンビュータ業界で20数年

-MainframeのProgrammingから開始

-某山一誼券のシステム部門

・倒産後、日本フィッツに入社

-1999年より某トヨタ自動車に派遣

-TS3 カードのプロジェクトに参画

・主に、証券・保険のモール構築

.ユーザサイドの立場

-現在は、某トヨタFSIiE券のプロキシー客

と云うことで‘今回はユーザ側での発言

コス

1. 開発Venderの階層構造

ヨヂEのlÆ;;苧ミ主ノ1/.1.うもるの慮宗

/{:t- ラのかた/ごl;;t. ーパ 15jら、ブつのプ
レゼンït-;1:;. {, I/.; で(， 1 3;ず。

テーマ!;;tです布。すごれですよ0 .ït-14
かð~-{， I でお。

r:.ノフ外ウzア為、'CI:{):. :，/フ斤クzア府タ
の揮~~$j

です。 揮'i6~$lfゃμ~-ので~ h�'�4K 
~身長~ït-勿htt-r= 1)ι 3;/.; f:: /.} (0 ^^, 
で、 ær;か芯ゐ/ご成、 yフ外クzア府芳の

重fIlliili(プ'at?ﾃ ït-tN:，'ソでのラノI/é

反路運ぜ跡~-~$~ぎït-tfJ/.; で-t6之~hlfJfl
{， I です。 æt:þð，ノ1/~-6厨鮮でL.J:o :ノ

盈韮塞

く発注側>

ま曲1 ・E日月 ，.日

・蹟が見えない会社と管理だけの会社は
除外すベき
(ユーザ側の体制強化が必要)

く受注側>

・下請けではなく、対等な象者間取引

-総銑 10数名・要件打合せ参加は i の5名
.A社Iま2名 ・ B1 社の頗は見えない

2. J1:1P' は事務システムで使えるか

. J((iF'の特長として、

・レスドキュメント

.ユーザ責任

・テストファースト

等があり、賛同するが

. J((iF'の適用分野として

.要件の睡昧なモノ

'C(1l)Il1Ií!~rÕ~erの不要な言語

があり、事務システムへの全面適用は
無理?

-全面適用は無理でも、

・レスドキュメント

.ユーザ責任

などは、採用すべき

2曲1・日11268

c ..... 弘、 。 "・E 旬 .....τ...... 脳出・.. 幅引叫
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品質の確保 21M川隼日舟 2.因

盈革塞
3 . プロセス改善

・ソフトを作る立場として、メトリクス軽視
は許せない

-当たり前の寧を、必ず行う会社を選ぶ

Lプロセスは、開発企業で確立すべき
・ CMMに拘ることなく、プロセス改善を行
う会社を選ぶ

. ~T!叩r.z:_'..:;'i;~er個人の技術・知識を上げる
責任は個人にある

・自浄能力の無い会社は、無くなる

4. 変更は常にある

・ユーザ側に居ると、システム仕様は、直
前まで固まらない

・紙ペースでの要件詰めは、限度ある

. 2;Z1?で推奨している『シンプルデザイン~
できるだけ明日への位計をしない-Jは、
疑問

一山'駒.....T山川副・…

-ユーザ責任は、増やすべき

.全面適用は無理でも、

・レスドキュメント

などは、採用すべき

2曲l'寧日月 2.日

白吋叫醐1 ・，.IC._T，山."山 R........

ソフトウェアおよびソフトウェア開発の構造改革
室主盈 s(Q)(IU蜘臆e倒

Z回l'事日周回目

筏弁さんの期待する、改革葉では無いが -中間搾取を行うような仕事はしない

.自浄努力

-ユーザt受注側)の技術・知臓の向よ

・ユーザに適切な人が居ない場合は、
s。代日側鈍から雇う

-Soft IHI側D$eの営業に惑わされない
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・プロセス改善は、メトリクス採取を行え
ば、やるでしょう。。。

c_同伺a Cl 2 1X11by Kuuo τ歯車b Al1 1tiJd幽 .. ・.... 
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諸岡隆司@中電コンビューターサービス

【セミナーに参加して一言】

XP .... どうなんでしょうね。

XP は、ソフトウェアを作る上で、とてもいいポイ

ントを重視した開発方法だと感じ、私が携わってい

るプロジェクトでも、試行的に実絡しています。

しかし、今回のセミナーに参加して、 XP を行うに

はいろいろな問題点があることを指縛され、とても

参考になりました。

契約や納品の問題、ユーザ側の体制など、なかな

か現状の開発環境では難しし、かもしれません。

ただ、ソフトウェアを作っていて、

「実働しているシステムだから、触らなし、J

「仕様変更は別途、期間と費用を見積も らさせ

て頂きますj

「変更は少しですが、 テストにかなり時間を要
しますJ

という話を聞くと寂しくなります。 (しかし助けて
もらっていますけど)

今後も、全ての方式は無理とは思うのですが、 XP

を実践してみたいと思います。

その中で、少しでも今の開発環境が改善できれ
ば、いし、かと思ってます。
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ソフトウェア、およびソフトウェア
開発環境の構造改革?

morl∞ka@chuden-cs.co .jp 

自己紹介
・諸岡隆司 1965/211 生

・中電コンビューターサービス(株)

システム事業推進本部システム第2部

・中部電力向けのインターネットを利用したシ
ステム (Webシステム)の開発を担当

・電気使用量の照会や引越しの受付システム

ソフトウェア開発をとりまく環境

・短い開発期間

・確定してなくて、変更の多い仕様

・過去とのE換性を考慮する必要がある

・人不足、人材不足

・少ない開発予算

• 



Report 

XP eXtreme Programing 

・開発リスクを早期に軽減することを主眼におく
・繰り返し型(iterative) の開発

・開発中のコーディング、テスト工程に重点をおく

・初期設計よりもリファクタリングによる再設計を
重視

・すぐにでも始められるライトウェイトな方法論

・ r12のプラクティス」が示されている

・「プログラマは人間である」の思想が流れている

XPの 12のプラクティス
-計画ゲーム

・小規模リリース

・比輸(メタファー)

・シンプルデザイン

・テスティング

・リファクタリング

.ペアプログラミング

・共同所有権

・継続的インテグレー
ンヨン

・週40時間

・オンサイト顧客

・コーディング標準

リファクタリング (Refactaring) 

ソフトウェアの外部的振る舞いを保ったまま
で、内部の構造を改善する

• 2重コードを取り去りる

・コミュニケーションを改善する

・単純化する

・柔軟性を加える

Seamail Vol.13, No.4 
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リファクタリングすると
・設計を見直すことができる

・プログラムを理解しやすくする

・パゲを予防できる
・変更に耐えるソースコードにする

・メンテナンスしやすくする

・プログラムを迅速に書けるようにする

リファクタリングと設計
・設計こそが重点ポイントで、コーディング
は単なる組み立て作業

・設計工程は順調←隙だらけの設計

-リファクタリングは事前設計の代わり

・事前設計をある程度行い、リファクタリン
グしながら開発を進める

リファクタリングとパフォーマンス
・時間分割して処理を行わせる

・パフォーマンスを意識してプログラミング
を行う→×

・パフォーマンスのポイントを計測して見つ
け、その部分をパフォーマンスを意識して
プログラミングを行う

(最後にチューニングを残すのは不安である)

-9-
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リファクタリングの問題点
-データベース

・インタフェースの変更

・リファクタリングしにくい設計

・リファクタリングを避ける場合
・既存のコードが動かない場合

・期聞が迫っている場合

リファクタリングはいつ行うか?
・時間を決めて行うものではない

・ 3度目の法則
・機能追加時

・パグフィックス時

・コードレビュー時

リファクタリングでソフトウェアは
変わるか?

・新規開発で、保守作業で

・経験の浅いメンバーで

・大規模開発で

・パフォーマンス重視のシステムで

-10-
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ソフトウェアの構造改革

名古屋支部ミニセミナーに参加して

2001 年 12 月 26 日熊谷章 (PFU)

はじめに

SEA 名古屋支部の年忘れミニセミナーに参加し

た。話題が「ソフトウェアの構造改草J であった。

司会の筏井さんが示したテー7は次の 4 つである。

1.コスト削減
2. 期間短縮のための開発方法論
3. プロジェクトの管理の変更(プロセス)
4. 仕様の変更にどう対処するか

昨年の記憶を頼りに書いているので、内容が多

少違っているかもしれないが大意が合っていれば

よしとしたいの話題提供者が、与えられたテーマ

に対してそれぞれの見解を示した。主として、話

題が rXPJ に関与するものとなった。確かに、従

来のソフトウェア開発のやり方と比較すれば、

rXPJ のそれは構造改革と呼ぶに相応しいかも知

れない。リファクタリング、ベアープログラミン

グ、繰り返し(Iterative ) 開発、プロト タイプ、

小規模、ンステムなどがキーワードとなり結構面白

い議論が続いた。話題の核心を俺なりに理解すれ

ば、従来の開発が属人性をなるだけ排除したもの

を目指したのに対して、 rXPJ は開発する人間中

心のナイーブな仲間意識を共有したコミュニティ

を目指しているようにみえる。

XP とそれにまつわる話

これは、俺達が 15 年前から Smalltalk-80 を導

入して以来ずっとやって来た開発方法でもある。

rXPJ では、主題がプログラミングであって、シ

ステムの分析や設計は作り上げたプロ グラムの実

行を通して行われる。これは実に気分の良い方法

である。 1 0 年位前に、 Smalltalk をシステム記

述言語として、知的支援システムの開発を 30 名

位のメンバーで 4 年間続けたことがある。外部機

関のソフトウェア技術者が半分いた。このとき、

最大の問題となったのが、外部機関の階層的な管

理体系だった。たいていのソフトウェア会社では、

課長が概念設計し、グループリーダが分析/設計

し、プログラマがプログラミングをしていた。そ

の工程は、ウオータフォーノレ型だったので論理的

に整合していた。しかし、 rXPJ のようなアプ

ローチでは、プロ グラミングができない人はその

プロジェクトに参繭できない。仕様確定、システ

ムの分析/設計が実行されるプログラムを介して

行われるので、従来の構造での課長やグループ

リーダは不要となった。われわれのプロジェクト

の所為でソフトウェア会社にいろいろなトラブル

が生じた。階層構造の組織なのに、それを考慮せ

-11-

ずフラ ッ ト構造を前提とした運営をわれわれが行っ

たからであった。いま、思い返せばおそれは正にソ

フトウェアの構造改革と言えただろう 。

この時開発した「知的支援システムj は、すべて
Smalltalk で記述され、仕様、機能、構造のすべて

はプログラムとして記録された。目的としたシステ

ムは、いまでいうマルチメディアの Hypermedia シ

ステムであったが、当時まだ HyperCard が製品化

されていないときだった。従って、 Hypermedia が

正体不明であるため「知的支援システム」の評価は

マチマチで面白かった。松下電器の専務はデモ開始

後一分もしない内に言った。「ょっしゃ、このシス

テムを丸ごと買え。技術、人を含めてなんぼするん

ゃんこれには俺も魂消た。次に富土通の役員に見

せた。「面白い。従来のものにないものがある。早
速、関連部署の担当者を紹介するのでそこと今後ど
うすれば良し、か検討して欲しし、J。最後に PFU の社

長らに説明した。「なにがいし、かさっぱり分からな

い。今後どうする積もりなの」。この妓術開発は、

PFU の研究開発センターで 4 年間に渡り行われた

もので、社内 60 名、外注 20 名の規模であった。

この時の福次効果として、オブジェクト指向技術

(Smalltalk-80) の導入、モトローラ 68000 を使用

したワークステーション開発、 Hypermedia 筏術、

Smalltalk-80 処理系の開発などがあった。これら

も、ある意味ではソフトウェアの構造改革だったと

思い返している。残念だ.ったのは、最後のデシジョ

ンメイキングが従来の方法でなされたために、 「知

的支援システムj が製品化されなかったことと俺遠

のプロジェクトが丸ごと松下電器に売却されなかっ

たことである。この部分にも革新的なものが必要

だったのであり、それを実行できなかった俺に責任

があったと自責の念に苛まれている。しかし、この

プロジェクトの所為で、日本の身近ににオブジェク

ト指向が定着し普及したとも言える。いま、 Small­

talker として活撮している、青木淳や東田雅宏、加

藤康人らはここから生まれた。

ソフトウェアの構造改革とは何をさすのか

話をソフトウェアの構造改革に戻す。テーマから

俺が予i悔したものは、 rXPJ よりもっと社会的な性

格を帯びたものだった。つまり、ソフトウェアの生

産基盤や生産手段を変えるものを考えていた。具体

的には、系列、ソフトウェア開発方法 (How ω) 、

プログラミングの重視、特化専用システムへの移行

(ハードウェア、ソフトウェア、アプリケーショ

ン)、アプリケーションプログラミング言語開発な

ど、が念頭にあった。
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産業構造としての系列

系列は、英語の単語として定義されるほどになっ

た日本社会の仕事のや り みーである。いまだに系列内

の強固な連携が健在でこれが健全な自由経済活動Jを
阻害している。コンピュークとソフトウェア技術は

発展過程にあるので、技術競争こそがすべての活動

の起動力になっているのに、仕事の需給が政治レベ

ル、つまり系列関係で決まっていることが日本のソ

フトクエアの成長を妨げているよ うにみえる。この

呪縛から抜け出てフェアーな自由競争が行われる社

会の実現が構造改革に相応しいといつも思ってい

る。では、どうすればよいか。市場を国内だけでな

く、アジア全体や世界全体にすることが一つの解だ

と考えている。

ソフトウェア開発の Howto

ソフ トウェア開発の How ω は、いつの時代でも

ソフ トウェア機関の構造を変えてきたと思う。ソフ

トウェアの仕事は最初のうちは紙の上で、あたかも

数学、物理、電気などのように論痩式を書くこと

だった。カードパンチとコンピュータで実行させる

ことは、コンビュータセンターの人に依頼して行わ

れた。プリンタ用紙に印刷されたコンピュータの実

行結果を見て、者ーいた論理式の誤りを見付け、目的

とするプログラムを作成することが仕事だった。ソ

フトウェア技術者の仕事場には、 机と椅子に紙と鉛

筆と本があればそれでよかった。それが、いまでは

机の上には数台のパソコンがあり 、 それらはしかも

インターネットで世界中の情報源に繋がっており、

24 時間コミュニケーションが可能になっている。

ほとんどの場合、自分のパソコン上で目的とするソ

フトウェアの作成ができるようになった。しかも、

多くのプログラムを利用できる環境が整備されてい

る。これこそがソフトウェアの情造改革だと思う。

これから先、この How ω をどのように改革できる

かが逆にわれわれソフトウェア筏術者の最も重要な

課題であろう。「あなたは自分の手で自分がやる仕

事の道具とその実行環境を作ることができますかJ
という聞いが一つの韮準だと考えている。

プログラミングの重視と実際のプロジェクト

プログラミングの重視は、設計とプログラミング

の関係を話題にしたいということだ。よく設計こそ

が重要でプログラミングはよい設計があればそれを

プログラム言語にマッピングするだけの単純作業に

過ぎないということを耳にするc しかし、ソフト

ウェアは忌終表現形態であるプログラミング言語で

表現され、その言語処理系で翻訳され、コンビュー

タ上で実行され、検証されない限り目的は達成され

ていない。モジューノレの分割方法、データの定義、

モジューノレ聞のインターフェース、実行速度、シス

テムの統合などは使用するプログラミング言語に大

きく依存する。

現在のように、仕事のやり方が親、子、孫、ひ孫
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のように 4 階層におよぶ下請け jフ式が定着ーしてい

る中では、何が設計かが極めて難しいことになっ

ている。従って、親レベルで要求される能力は、

技術者ではなく、プロ ジェクトマネージメント能

力である。原価率が重要なテーマであり、いわば

政治や感情をも含めたコーディネーシ ョンが重視

されている。従って、結巣的にはツギハギだらけ

でよれよれの コ ンビュータシステムが社会で堂々

と運用されていることになる。それらのシステム

が事故を起したときだけ糾弾されるが、千子細にみ

れば事は深刻だということをソフトウェア筏術者

は知っているはずだ。ここに目をつぶってはなら

ない。この現状を打破するには、プログラムの重

視しかなく、設計との関係を深く考察し明解にす

べきだと考えている。私見では、 設計プロセスは、

仕様、設計、プログラミングの 三位一体の過程だ

と定義している。このアプローチの延長線上にア

プリケーション開発言語がある。

専用システムへの移行

最近 WINTEL とは誰も言わな く なった。 しか

し、 PDA 、パソコン、ノートパソコン、 PC サー

バのほ とんどが WINTEL を採用している。最近

は、組込みシステムでも同様だと聞いて驚いてい

る。また、 2001 年は、驚悔のニュ ース が続いた。

日本国産コンビュータメーカ が相次いで、スー

ノ号ー コ ンビュータの製造中止、 IBM コ ンパチブノレ

汎用コンピュータの中止を発表 した。 儲からなく

なったし、これから も儲からなし、から中止すると

いう。後に、何が残るかいえば、 WINTEL と Sun

Microsysytems だけである。 アメリカでは、 IBM

と HP が自前のコンビュータを持っているが、こ

れらも今後は Intel のものを採用すると言明してい

る。コンピュータがこのように変化すれば、当然

ソ フトウェアも必然的に構造的な変化を受ける。

多くの人々が否応なく Windows で泣いているし、

反 Windows として Linux などの Unix が使われて

いるが、 両者聞のコミュニケーションが難儀なこ

とで皆不自由を強要されているが、手も足もでな

い。これほどハードウェアの性能が kがり、価格

が低下し、多くのフリーソフトウェアがあるなら

ば、 WINTEL だけにしがみつく必嬰がないのは自

明だ。ある分野に特化した専用システムをソフト

ウェア技術者が作れる時代にもはやとっくに到達

している。この実現もやはりソフトウェアの構造

改革の… eつだと思わずにおれない。

ソフトウェア構造改革が社会に課した問題は
なにか

話の焦点がぼけてきたように見えるが、筆者は

ずっと f ソ フトウェアの構造改革j について書い

ている積もりである。次はこのテーマを観念的な

レベルで繍えてみよう。
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21 世紀の新しいビジネスモデル

社会にはその基盤として生産手段がある。 それ
が、その上にある文化、つまり経済、政治、社会、

法律を様々な形で規定・していると考えられる。 そ
して、文化のメタフィジカルな部分が理論とか考

え方と呼ばれる。ソフ トウェア産業もこの形態に

当て飯まる。基盤である生産手段がいつまでも人
海戦術で属人件に頼っている限り、ソフトウェア
産業の経済、政治、社会、法律などを含んだわれ
われの日常生活は人海戦術の砂上に造られた楼閣
に過ぎない。話題になるのが、経営資源である人、
金、モノ、時間であるならば、そこでの定式化さ

れた価値基準は、リソースの投資効果としての利
潤しかない。そして、ここでわれわれが目標とし
ているものは、アメリカで実践され成功を収めた

ビジネスモデルでしかない。コンビュータにおけ
る、そのビジネスモデルとは、ハードウェアとソ
フトウェアのモノ作りそのものではなく、夫々の

アーキテクチャを独占することであった。現時点

でそれは見事に成功し、全世界を制覇している。
しかし、このビジネスモデ‘ルは 20 世紀の寵児で

あったが、 2 1 世紀では通用しないこと が見え始
めている。アメリカの極度の拝金主義に裏付けら

れた人、金、モノ、時間を要因とした企業経営の

やり方だけでは先の展望がない。これに代わるも
のが必要で、それが広い意味での構造改革だろう

と思う。

「情報J が生産、品質保全、再生の決め手

生産手段とメタフィジカルな考え方との間には

双方向のコミュニケーションがあり、ある時には
海然一体となり新しいことを生み出すことがあるの
2 0 世紀に人類が発見した重要なものに、物理の
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量子論や十[]).t論があり、これらは社会思想やいろい

ろな考え方に多人な影響を与えた。最近の例では
「情報と構造の関係j の耳目論があげられる。ここで
いう「情報J の概念とは、ものの構造を維持し、あ
るいは再生するものとい う，芭味であ る 。 ある構造が
物理・化学的な閃果論のみによって維持され再生さ
れるものではないということが分かったのである。
そのものの最初の発現は偶然であるが、いったん成

立すればそれ自体として維持する性質を持ち自己を
保全、再生、複製するものとして「情報J が使用さ
れている。その具体例が DNA (恰E報システム)であ

る。この発見は、革新的にみえる。ものを造るのに、
「情報」が必要条件であり、物療・化学的なものは十分
条件に過ぎない、という認識がわれわれの思考を刺激
する。

ソフトウェア産業でそノ作りに必要なものは、 人、

金、物、時間であり、これは先に述べたものの物理・
化学的なものに該当すると考えられる。 では、 ソフ ト
ウェア産業で、 DNA に当たるものはなにか。それを見

つけ出し、それを必要条件とした新しいビジネスモデ

ルを展開することがソフトウェアの構造改革ではなし、かと

考えた。 コンヒ。ュータをめぐるほとんどあらゆるものが変
貌を遂げつつある21世車己の最初の年にこのような事を
考えるのもタイムリーで楽しかった。

おわりに

例によって深夜に「山本屋総本店J で、名古屋
コーチンの味噌煮込みうどんと冷酒を堪能しながら、新

しいソフトウェア時代の魁を感じていた。 こんなことを考

えさせてくれた名古屋支部の皆さんに心から感謝する
次第である。
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XP がどういった背景から生まれたのか、 XP とは

何かを調べていたら、 W日 Lの

llart i 11 Fow I er 0) “ The Nt'w Methodology(*J)" 

という記事にぶつかった。 XP を含む新しいソフト

ウェア開発方法論の流れが、わかりやすく説明されて

おり、なかなか興味深い内容であった。

内容を少しだけかいつまんでご紹介しよう 。

ソフ トウェア開発の初期は方法論なしの時代(コー

ドカーボーイ時代?)であり 、 物理的な効率だけが重

視されたc ダイクストラが構造化プログラミングを説

いたころから、多くのソフトウェア工学的な方法論が

生まれた。 これらは、ウォータフォール型で上流工程

を重視し、あらかじめ仕様や計画が明確である建築や

機械工学をメタファとしたもの、つまり Monumenlal

(または heaviweigh t) な方法論であった。

これに対して、新しい方法論の流れは、仕様や環境

とい うのは常に変化するものであるとし、変化を前提

に機敏に適応しようというもので、 Agile( または

lightweight) な方法論と呼ばれる。この Agile な方法

論のもう一つの特色は、管理的な色彩の強い従来のや

りかたから、関係者の協調や想像性を開発の主体にす

えた点である。こういった考えは、オープンソースの

流れにもみえ、開発者を単なる人月や部品のようにみ

なす従来の管理的な概念に対して、高らかに人間宣言

をしたような感があり 、 これだけでも技術者が大いに

共感するだろうという気もする。

この文章の中で彼は、 Lightweight Methodology が正

しいとか、それを使いなさいといっている訳ではなく、

自分の開発しようとしているシステムがどんなタイプ

の開発なのかによってふさわしい手法を選択し、それ

を自分の開発に合わせて改善していくことを提唱して

いる。

そして、 Lightweight Methodology として、 XP 、

Crystal Family (by Alistair Cookburn) 、オープン

ソース、 SCRUM 、 Feature Driven Development (by Peter 

Code) <叫などをあげ簡単な説明を加えている。それぞ

れにリンクもはつであるので、興味のある人は読んで

みると面白いと思う。彼は、現在XPが人気を博しす

ぎて、 他の手法が影に入ってしまっているのはむしろ

残念なことだともいっている。

Fowler のおかげで、 XP という方法論の背景や、位

置づけがだいたい見えたところで(実は、この時点で、

XP以外の方法論、 Crystal Family や Feature Driven 

Development にもかなりの興味がそそられてきていた

が、この辺はあっさりと概要にとどめ)、 X P を詳し く

みてみることにする。

XP については、かなり本がでているし、 WEB 上に

も多くのサイトがあるので、説明するまでもないのだ

が、具体的なプロセスの全貌をつかむ意味で、当 日は、

http://桐明.extremeprograming.org から、 XP のプロセ

ス閑を借り、それを白板に投影させ、上から具体的な

ポイントを書き込みながら、プロセスをたどっていっ
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筏井美枝子

たョ しカ =し、今思えば、ごちゃごちゃとした図になっ

て、かえってわかりにくくなったかもしれない。

かいつまんで特色だけをい うと、 XP は 2 ~ 12 人

の小規模の開発で、 1 ~ 3 週間ほ どの 開発を

lleralion (繰り返し)することにより、仕綴の変更、

コストや工程の見積もり調整に柔軟に対応している。

従来のような設計やドキュメント作成は行わない。

設計は、 CRC カード、ベアプロ グラミング、リファク

タリングなどにより、適時、仲間とレビューしながら

行う。従来のドキュメントは、テストプログラム(単

体とアクセプタンス)やソースコードがこれに対応す

るa また、テストを重視している点が大きな特色とい
えるω プロ グラム作成の前に必ず単体テストプロ グラ

ムを作成することで、そのプログラムの仕様が明確に

なる。さらに、プログラムソースと必ず対でリリ ース

することで、次の開発の基盤(品質保持)をになうし

くみになっている。

さらに、プロジェクトに顧客を加え、常に協調しな
がら開発を進めていく点も特色である。

以上のおおまかな特色からいっても、また
lightweight という名称、からいっても、大規模システ

ム 、 safety-critical なシステム開発、そして工学的な

品質を追求する場合には、こういった開発方法論が向

かないことは明らかである。

ゆえに、 lightwe i. ght な方法論とは、ある条件での

開発方法論であり、条件を満たせば効果があるという
位置づけをして終わっても良いのかもしれない。

同 ー方で、こういった方法論の新しい流れはいったい

何を意味しているのかを考えてみると、また面白いこ

とに気がつく。

元来、世界(システム)は筏雑であり、常に変化す

るものである。その一部を切り取り、シンプルに多少

でも安定した形で摘らえようとして 、 これまで傑々な

モデリング技法や開発方法論が提唱されてきた。

それらは、けっして森羅万象に対応するものではな

いはずなのに、いつのまにか、世界や思考のほうを既

存のやりかたにあわせてしかるべきといった場面が増

えてしまう。

捕らえようとする世界の性質、複雑さ、変化の速度

は、時代とともに当然変わってくる。となれば、それ

に合わせた方法論が求められてくるのは自然の流れな

のではないだろうか。そう思うと、 lightweight な方

法論とは、情報化時代に求められた方法論であると
いっても良いのかもしれない。

また、 ドメインによっても方法論は違うはず。とす

れば、これからは、多様な方法論の時代に入っていく

のかもしれない。

(叫): http://........martinfowlcr.com/articlcs/newMcthodology. html 

(*2): h ttp ノ，1m 印gether C'or醐Unlty.C咽/co3d- l ett cr/Coad-Let ter-OOiO. htlll 
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XPはHYPEか?
一これからのソフトウェア開発環境
-プロセスのありかたをさぐる

SEA 名古屋支卸

2002年新春討論
2叩'1. 1. Z1

笹弁貧鏡子

Z2 ~2002 

↓ 新しいソフトウエア技法(その 2)
縦砕k

• From Nothlng, 
to Monumental{heavywelght) 

to Aglle{lIghtwelght) 

The new methods attempt a useful compr，αni提

出tween no process and t∞ much process. 

22 lWIUIrY 2002 

4 新しいソフトウエア技法(その 4)
圃骨也

. 1Id.町川拘置， ，."劫er劫'IIn plYlt.挽':t/ve

- p陪dictive (予見的)

めe tTadit抱月'alengine開;"g meti1phort..~I!) 

CM甜tIC院前

-adaptive (適応的)
unpr宮北首雌 Design(ソフトウェア闘のほとんどがデザインと冨える1

7加A市川開 QJS帥7曹司圃書と白書情事聞係}

22 加、店， 2。但
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ト 新しいソフトウェア技法 (その 1 ) 
'唱
. r.白'rtlnF�wler 

MT1Ie New /tIeth��/�l 

hHD://.柿柿~.n団油拘Ibw台'f'. CDITI/art.主主望必種"“"酎内自由/oov. htr可

22"""'" 200l 

4 新しいソフトウェア技法(その 3)

-• agile methods : 
-aO包'Ptil陀 rather 的'anpl凶財閥

.問。ρ佐oriented

rather than pl1店.ess・oriented

22>同店V ヨ訓02

斗 新しいソフトウエア技法(その日.... 
.IM仰胸・仰向四個d

F・劫'.thlln prøctlSS-ørl匂nted

-pl庇習'55-01御7ted (手続き中心)

The no伽!O{.声明市 if51百四IIC百(開発者=人月)

-p即'P/e-oriented (人間中心)

的e店開均却古川JSt beif，抽釦 I1lifkeifll 信回nicaldec園町宮

{現役の開発者豊信編して佳せる)

221劇団町祖国
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4F 新しいソフトウエア技法(その 6)
圃恒帳

• 11111司ptJVtl

-adaptive processes (適応型プロセス)

11慣習的噌i時開叱防相対 {鍋り返し型開発}

-The Self-Adaptive Process (自己遣応型プロセス)
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↓ 新しいソフトウエア技法 (その7)
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↓ XP事例 2 (-r-O) 1) 

• Uslng Ext同n帽 Prc移'TIImm伽g

In.N.lnt.ω晴'/ICØEnrtlronment 
0liN相隔庸a岬J.Jn 附加崎脂tIrIO， loniI Tt!f.均成戎移苗

- 宵量 白色曲目dn旋抱骨鰍.，.p喰ructQ/IrtJ or由民

コ-H:t..r.It~"rð

22~2002 

4 まとめ
‘ .... 

tt:I*':tlléι仲間・

岬'!I1l1.ttIZ.I.A I 

Z二ンジニ7':tlljE'~.("lIjE rllt，にプレ"ンャー

デX介ØAlII"唱rt ・

システ阜の9イプによって開先方溢・l孟度わる

. 人凪.~位繍のJ:l!鍋直. ドメイン(抽侮町 U肱01)など

- 涜れは町..... .t開先方法・に

ー 予見附川町.闘怠プロセスから. 適合的/人間。心のプロセスヘ

• x桝まある象件を濁たす開先には曹わめて有効

ー少人・l..~佐織のJ:l!b't'い. ・.b'圃カ的.

そして‘ 銭鱗.が前向@でおる・合

• XPとCMMは封担。叫司曲位}のものではな〈補完しあうもの?

- どうやって網実するかは4・.の..

22 ，....圃V ヨ珂2

斗 さいごに(その 2)
開発方法論の流れに思う

ー 一方で. その方溢ーによって作り幽されたプロセスやシステムもまた

世界町一飾で，，~.り 雀界もそれによって何らか町島曹を豊ける.

. "四世市町置化に対応したプロセスは.W哩j(/y骨量化を~み.

W曽長!y 由置化に針底したプロセスIt. 曲町田置化を生むとしたら

.・幡、ラピッド圃I!董京めるスパイラル(71は.どこに行~.<

のか?

22_ ヨlO2

1・

21 

2l 
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ペアプEグラミシグ

タファクタジシグ
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22_'同Z

仏 さいどに(その1)
.開発方法論の流れに思う

• j・鼻【すべてのシステムやプロセス}をE量産でeる方虫歯や.

モデル冒置があるはずだと車うのは圃遭い.

-すべての方途圃やそデルは雀界を喧帽するために憲章闘に宥えられたもの.

ー元議.世界は-で.に置化ずるもの.

それを少しでもシンプルに. 安定した"で捕らえる値衡が.~される.

'" 

ー 捕らえようとする世界の・"さや置化由連色そしてそ司世界に量む入園田...

に合わぜて皇室備も置化する.

・9陸地方2全国は.今回僧・化徴金b'il.としているもの?
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遠隔学習の概況

ーアメリカの大学を中心に-

黒還公雅
(宇都宮ビジネス電子専門学校)

本稿は， SIGEDU (教育分科会)の 2 月月例会で話題として取り上げた話をまとめたものである.

まず， SIGEDUのMLで流した月例会の案内文をそのまま引用すると，以下の通りである.

インターネットの普及とその後のブロードバンド化は，ネット上の教育を現実的なものに変えつつ
ある.日本においても，文部科学省の省令改正を受けて，遠隔学習での学士や修士の取得が可能に
なっている.実際に専門学校で，通信教育による学士取得(いわゆるダブルスクール)を指導してい
る立場から，従来の通信教育の問題点を整理するとともに，遠隔学習の現状について調べてみた.

国内外，特にアメリカの大学・大学院について， Distance Learning Program (Peterso山)のガイド等
から作成したデータ (287校，付表リスト参照)をもとに，まとめを試みた.日本の通信制大学院や，
ネット授業のホームページについても触れたい.日本で自宅にいながらにして，本当に海外の大学の
学士・修士が取得可能か，考えてみるのも面白いと思う.

この分野で，より多くの議論や報告書提出が，日本全体の嵩上げにも役立つだろうと考えて書いて
いる.目的は，国内外の遠隔学習について，知見を深めることである.具体的には個々人により，

ビジネスの方向性を考える(遠隔学習でビジネスを行う)
自分の仕事にする(遠隔学習で教えてみる)
自分の学習に役立てる(遠隔学習で学位を取得する)

等である.

1.定義

Guid巴 to Distance Learning Programs によれば，遠隔学習とは， Iケーブルテレビ，衛生放送，オー

デイオテープ，ファクシミリ，パソコン通信やインターネット，テレビ会議システムなどの通信技術
を利用して，キャンパス外の学生に教育プログラムを提供すること J ，または単に「オフサイトにい
る学生にも教育プログラムを提供すること」とある日][2]. ここでは，従来の通信教育を「狭義の意
味での教科書ベースの通信による教育J と捉え，これに対する遠隔学習を「最新の通信技術を利用し
て行われるオープンキャンパス学習J または「単に教科書を郵送するだけではない通信教育のことJ
と定義し，明確に区別して考えることにする.

通信教育は，米国では Independent Studies や Indivisual Studies といい，その他の英語圏では Contin­
uing Studies や O釘・Campus Studies という傾向がある.遠隔学習のほうは Distance Learning 以外に
Correspondence Cource や External Program といった表現が使われるときもある.

一般には，通信教育が発展した形が遠隔学習であり，両者は必ずしも明確に区別されているわけで
はない.どちらも「大学に通うことなく，単位や学位を取得できる

(広義の)通信教育の一種」と考えることはできる.その他， e-Iearning や WBT(WebBased Training) , 
CBT(Computer …), TBT(Technology …)も，遠隔学習とほとんど同じ意味で使われていると考えてよ
いであろう.

2. 背景

では，遠隔学習または eラーニング(e・learning) に対する需要はどのくらいあるのだろうか.

図 l は，日本に限った話だが eラーニングの市場予測の一例である [3]. 2 年で 2-3 倍は，この
低成長下に幾何級数的成長が見込める数少ない分野の一つであることを示している.米固など海外市
場でも 2 年で 2-3 倍という予測がある(月例会では現状把握のため，米英仏と日本の教育改革の
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違いについても資料を見ながら考えたが，ここでは立ち入らないことにする) .

図 1 e ラーニング市場の推移

I吟 ー :.: :"': ': ", 、 ー' ー

ヨE 初等中等教育

1・3F高等教育

ー専修学校、告種学校、
その他の学校

千冊企業内教育
. . 1罰 生涯教育、その他

図 2 の「日本の人口ピラミ ッ ドj は，最近よ く 引き合いに出される図である [4]. 4割強が大学に進

学し(ま だ 6割もマーケ ッ トがあると見る人は少ない)，少子化によ る教育機関の危機が叫ばれて久し
し苫

60劦it; iヨ中事変の
動員による1938
(昭和13)-39(昭
和14)年出生潟

日本の人口ピラミッド

0 
(単位万人) 120 100 80 f:i0 40 .20 0 0 2Q 40 60 80 100 120 

量貧E料 2辺.02お5-;;:竿嗣手日!は玄掲担立社会俣障 人口悶忽E研買究完，ミ萌桁H肝「巴巳=羽存同悶0のコ苅1将E写?来F濯量髭主計十
l問99鈎g王年芋引10月 11白ヨ現主在主「准雲計十人ロJ

翠窃窪翠掴田園間

図 2 日本の人口ピラミッド

その内訳を図式的に示したも のが図 3 であるが，少し視点を変えて見てみ よ う [5]. 1999年の調査
によると，通信教育の大学生が14万人，放送大学の学生 7万人をこれに加えると，通信教育または遠
隔学習を受けている大学生は計 2 1 万人にものぼる点に注目する.大学生 259万人の実に一割弱であ
る.つまり，通信教育や遠隔学習は，いまや特殊なスタイルではないことがわかる.さらに，社会一
般に提供されている各種の学級・講座の受講者が， 1 ，300万人・ 1 ，5∞万人といった数にのぼる こと，
図 2 で， 40歳代 50歳代の人口が 30歳以下の全人口に匹敵することを考えあわせれば，社会人を中心
とした教育の潜在需要が見えてくる.この需要に答える方法の一つが遠隔学習である.
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学習人口の現状
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図 3 学習人口の現状

3. 通信教育の歴史

ここで簡単に歴史を振り返っておこう.遠隔学習の原型は通信教育である.

歴史をひも解けば，日本では江戸中期，本居宣長が旅行中の賀茂真淵と出会い

( í松坂の一夜」として有名)， í古事記j 研究を志し， 1763年から 6年間書簡による教えを受けたと

いう記録がある.これが，日本の通信教育第一号ではないかと考えられている [6][7].

一般的解釈としては， 1840年英国で近代郵便制度の確立を受けて， Issac Pitrnan という人が速記の

通信教育を始めている. ・これが，実質的な世界第一号であろう.日本でも， 1871年(明治 4年)，官営

の近代郵便制度が発足し，さらに 14年後の 1885年(明治 16年)5月，鳳文館が経史詩文の通信教育を

始めている. (日本の実質第一号)同年 9月には東京学館が校外部を設置し，簿記と速記の通信教育を

始めている [7].

しかし，驚くべきことに，通信教育が大学教育にはじめて導入されたのは， 日本の近代郵便制度発

足よりはるか 13年も前の 1858年のことであり，場所はロンドン大学である.日本は江戸末期，まだ

飛脚が走っていた頃のことである.この有名な英国の国立大学は，通信教育の草分け的存在であり，

その後，一世紀半に渡り，キャンパスに通えない学生に対し，全世界で通信教育(いまでは遠隔教育)

により卒業生を輩出し続けてきた [8]. 余談だが，ロンドン大学が通信教育を始めた本当の理由は，

植民地政策のためと推測される.充分な調査はしていないが，海外在住の英国人やその子患の高等教

育の需要に答えるためだったと考えるのが自然であろう .米国以前に，英国が教育の面ではグローパ

ル化の道を歩んでいたといえよう.

日本に話を戻すと，戦後1947年(昭和22年)学校教育法で通信教育が初めて正規に公認される.そ

の後，実に半世紀をへて， 1998年3月大学院設置基準の一部を改正する省令をも っ て，遅ればせなが

ら修士課程でも通信教育を公認する(つまり，それまでは日本の大学院を通信教育で出ることはでき

なかった). さらに， 2∞1年3月の改正省令で，通信制大学の全単位を放送やネ ッ トで取得しても卒

業単位として公認されることになった.これによって， 124単位中 30単位以上はスクーリ ング(面接

授業:つまり，教室で行う普通の授業)で取得せねばならぬとしていた従来の制限が撤廃された.簡
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単にいうと，完全バーチャル大学でも正規の大学として成り立つことになった(バーチャル大学がバ

ーチャルな存在ではなくな っ たわけである). 日本でも，遠隔学習を最高学府で実施するための制度

がようやく整いつつあるといえる.

4. 通信教育の問題点

(1)孤独感.

(2) 進捗管理がむずかしい(自己管理).

(3) テ ス ト受験に指定された場所に行かなければならない.

(4) スクーリング(面接授業)に参加しなければならない.

(5) 結果的に脱落者が多 く なる.

現実の細かい話をすれば，特に (4)は，金曜(または月曜)を含む週末の 3 日間に実施されることが

多 く ，社会人の場合，授業スケ ジ、ユール通りに休みをとることが難しく，大きな障害の一つになって

いる.これに対し，大学側もたとえば産能大学の場合， iNetCampus という遠隔学習(インターネット

によるゼミかビデオオンデマンド)を取り入れ，遠隔学習かビデオ学習 1 日とスクーリング 2 日間で

3 日分のスクーリングとみなしたり，平日の夜間に 1 0 週連続で短時間単位でスクーリングを実施す

る等，さまざまな工夫を行っているが，抜本的な解決にはなっていない[9][10]. 

また，実際にダブルスクールで大学の単位取得を指導している立場でいうと，恐らく教師や学校事

務局のサポートがなければ，大半の学生は脱落していると推測される.併修校(専門学校で大学と提

携し，大学の単位を同時履修させる制度)ができる前の純粋な通信教育による学位取得率は約 4% と

いうデータもある.現在でも，日本の通信教育の場合，卒業率は 10% 以下の大学も多い.サポート

体制の充実が，如何に大切な要件かということがわかる.遠隔学習になっても， (1 )(2)(3)の問題点は

残る.

5 . 米国のガイド分析 [1)[2]

さて e- ラーニ ン グ市場が伸びており，また，規制緩和で日本の大学も遠隔学習に参入できる条件

が整った(実際，参入している)ことはわかったが，では，遠隔学習のメリ ッ トを本当に我々は享受で
きる状況にあるのだろうか.

月例会では，日本の通信制大学院，次いでカナダ，英国，豪州など世界の代表的な通信教育または

遠隔学習の大学にふれた後，米国の遠隔学習大学の話・に移ったが，ここでは，全体的な印象を述べる

にとどめ，米国のデータの紹介に進むことにする.その印象とは，英国を中心とした欧州の大学で

は，従来の伝統的な通信教育の手法を守る傾向が強く，一方北米，特に米国では，インターネ ッ トに

限らず新しい技術を積極的に取り入れる傾向があるように感じられたということである.豪州はその

中間である.大学の歴史の長さに逆比例するというか，文化の違いのようなものが大きく影響してい

ると考えられ，私には興味深く感じられた.

さて，何といっても数が多いのは米国である.米国では，かなり多くの大学が古くから通信教育を

実施しているが， 1990年代に入ってさらに多くの大学が通信および遠隔学習市場に参入した.学士だ

けでなく，修士・博士も取れるところが多い.遠隔学習だけでは完全に卒業できないところも多い

が，それでも常時通う必要はない.その傾向は，ますます進む方向にある.このあたりを少し数量的

に確かめようと思った.

今固まとめたデータは ， 1998年版の Guideto Distance Learning Programs をベースにしており，米国

の大学が中心である.データは97年頃のものである.少し古いデータであるからその点は承知して見

てほしい.実は，調べ始めたとき

(1) 98年版しか詳しい資料が手許になかった.

(2) その時点で同等に詳しいデータが得られそうな最新の資料が見つからなかった.

ことによる(後に詳しい02年版も入手している). 取りあえず， 4年程度前の入学者数に対する学位
取得者数の比較の意味でも 98年版は意味があると考え，データ作成を試みた.学位を取得(卒業)でき
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る可能性がどの く ら いあるかは，入学を検討する者にと っ て最大の関心事に違いない.残念ながら，

卒業者数のほうのデー タ入手が難しく，まとま っ ていない. 少なくとも， 4年以上前から遠隔学習を
実施している点で，データのもとにな っ た大学は実績面で検討しやすい大学ということはいえる.

98年版の上記ガイド約 800校から，以下の条件のもと， 287校を抽出した

(英国 2校，カナ ダ 15校を含む.ロンド ン大学は原書からして当時遠隔学習大学とはみなされておら
ず，英国 2校には含まれていない) .

<抽出条件>

(1) 2年制の大学を除く(ただしB(学士)を取れるも のは例外).

(2) 学位はB(学士)， M(修士)とはっきり記載されているものを選択.

(3) 明らかに地域限定の記載のあるものも除く.

(4) 明らかに遠隔で準学士しか取れない 4年制大学を除く .

(5) 特別な大学院修了証書プログラムは修士 (M)から除外.

(6) B ，Mは，ーコースでも該当すれば入れる.

抽出した 287校に対して，定量化できるパラメータを考え，主にガイドを拾い読みしながら，種々

の条件や数字の有無を調べていった(全データ数は約 15 ，000件弱).判断が難しく，データに含めであ

るが，宗教系の母体を持つ大学が 56校含まれている.中には，特定の宗派に属していることを入学

要件とする大学もある. しかし，宗教系の大学を全部除いても，米国だけで 200校以上候補が残る.

同じ基準で考えると， 02年版の Guide to Distanc巴 Leaming Programs に掲載されている大学約1100 校
中，比例換算で米国だけで 300校近くが候補として残ることになる.

図 4 は，どの辺りの大学が多くアクレディット(認可)を受けているか，地域的なバラツキがある
のではないかという発想から描いてみたものである.

他+未確認

通教協議会 3% 

2% 

西部

NW 
5% 

7克

N 

図 4 米国(抽出 270校)のアクレディッ卜

米国にはアクレディットの問題がある.たとえば，カリフォルニア州などでは，いとも簡単に大学

が作れてしまう.要するに，事務所に机1個しかない大学もある.そんなところの出す学士，修士，
博士に本質的な価値はない. よって，きちんとした認可団体が必要で，米国では米国教育省 (U.S.
Dep紅回ent of Education) または高等教育許可委員会 (Council for Higher Education Accreditation) が認め

た，以下 6つの地域別の組織(認可団体)が存在する(カナダにも 同様の問題があるが，こちらは各州
政府が州内の大学をきちんと評価している).

NE=The New England Association of Schools and Colleges 

MS=Middle States Association of Colleges and Schools 

NC=North Central Association of Colleges and Schools 

NW=Northwest Association of Schools and Colleges 
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この他，通教(=通信教育.・研修協議会)というのもある.地域内の各大学は，認可団体に対し，コ

ース単位または大学全体として所定の要件を満たすか自己評価 (self-s佃dy) して認可申請し，厳しい審

査をへて認可(アクレディテーション)を得る.これが，対外的に大学の信用につながっている.認

可は，通常 5年から 10年の周期で定期的に行われている.無論，日本では文部科学省が大学の設置時

に認可を行っているので，こんな問題はないわけだが(実はそんな日本でも， 1998年 10月の大学審議

会答申をへて，大学にたいする第三者評価機関が設立されている).

さて，図 4 であるが，このグラフからだけでは何ともいえないし，よそ様の国のどの辺りにはいか

がわしい大学が多いとか調べることには抵抗がなくもないが，上記のように，日本とは実状が異なる

ので注意は必要である. NC は，米国北部から中部にかけてのかなり広い範囲のけ|をカバーする団体

で，月例会ではこの辺りは人口希薄で，家と家とが非常に離れている地域が多いといった興味深い話

もあった.遠隔学習に対するニーズが多い地域ではある.

図 5~8 は，受講場所に関するグラフである.図 5 より，自宅のみで受講できるところが22%

(115強)もある.図 6 ，図 7 は，図 5 の補足である.場所毎の比率を表した図 8 を見ると，まず職場

が多い (62.0% もある). これは，米国では会社単位の教育ピジネスが成り立っていることを示す. ス

タンフォード大学のように，会社単位の受講を条件とするところもある.基地 (35 .9%) も思ったより

多い.徴兵下でも基地の敷地内で勉強できる体制が整っていることが推測できる.オフキャンパスセ

ンタ 一 (23.0% : off campus center) とは，キャンパス外で、の授業実施場所を指す.米国では，専用線な

どを利用して，主に大学が立地する州内に複数のサイトを設置し，そこに学生を集めて遠隔学習を実

施するというパターンがある.オフキャンパスセンターを持つ66校の教育場所(キャ ンパス外)の数

をグラフにしたものが図 7 である . 1 ~ 4 ヶ所くらいが多い. 20 ヶ所とか，多いところでは 100 ケ所

も用意しているところもある.一般にカナダの大学は多く，たとえば AcadiaUniv. : 20 ヶ所 Univ.

of Guelph : 56 ヶ所， Univ. of Calgary : 95 ケ所といった具合である.米国でも，たとえば Southwest

State Univ.( ミネソタ州) : 43 ヶ所 Univ. of Southem Indiana : 200 ヶ所以上と多いところもあるが，

例外である.

その他
8% 

図 5 受講場所(遠隔学習 287校)

3種類
29% 

図 6 自宅外の受講場所(自宅を含む複数の場合‘ 202校)
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問わず

他

他国

教会

在
高校

II@ 他大学

基地

オ7 キャ ンハ "À

職場

自宅
怪

0.0 

5ケ所
3% 

それ以上
8% 

3ヶ戸斤

15% 

1 ケ所
30% 

図 7 オフキャンパスセンタ一 (66校)

20.0 40.0 60.0 

% (287件中)

図 8 受講場所 (287校)
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CD-

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

% 
図 9 受講方法 (287校)

(ALlC r違隔教育の利用動向調査J 全国)

図 1 0 利用したことのがある遠隔教育と教材(日本)
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受講方法は図 9 のとおりであ る. 図 1 0 の日本のデータ (2001年版)と比較すると 97年の米国の
ほうが断然先を走っていることが一目瞭然である. [11] 日 本は，日本語という独特のエリアであるた
め，席巻されずに済んで、いるともいえる.図 9 の各項目の意味は，以下のとおり.

ビデオ会議は，衛星放送，光ファイパ， CATV等による双方向TV をすべて含む.オーデイオ会議
は，複数の人が同時に会話できる電話回線等を利用した音声会議を指す. 日本で も 3 人同時に話すこ
とは，いまのシステムでも可能である.オーデイオG会議とは，オーデイオグラフイツク会議のこと
で， (私自身見たことはないが)電話回線を使用しでも毎分 l枚くらいの画像情報なら(要は，リアル
タイムでなければ)送れるので，専用の送受信機があれば議論や説明には使えるはずである.そのよ
うなものではないかと考えているが，知っている人がいたら教えてほしい.ソフトとは，ここでは自
宅のパソコンにインストールして使う学習教材(ソフトウェア)をいう.遠隔学習を標梼する大学で
は Web の利用はいまではほぼ 100% であろうが，いずれにしても 97年の時点で，ピデオ会議
(5 1.2%)，オーデイオ会議 (23.7%) ， TV (39.0%) など，様々なメディアが非常に高い割合で、使われてい
ることカfわカミる.

次に，米国の遠隔学習で，どのレベルの学位がどのくらい提供されているのだろうか心どのくらい
取得可能かではない). 図 1 1 は，以下の基準で作成した種別の学位提供率である(現在の日本で
は，修士・博士だけでなく，学士も学位のーっとみなされている).

博士号

修士(M)

学部証書

学士(B) 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 ' 

% 

図 1 1 取得できる学位 (287校)

<基準>

・大学院は，明らかにマスター(=修士: MBA , MS，…)だけカウントした.
・マスター以外の大学院終了プロ グラムは，期間の短いものもあり， よ くわからなか
ったのでカウントしなかった.

・学部は，パチエラー(=学士: BXX) と，それ以外の学部証書をわけでカウントした.

図 1 1 より博士号を出す大学も 5%強 (16件)もある .注目に値するが，博士号を遠隔学習だけで完
全に取得するのは難しいであろう.これは， Ph.D かEd.Dである.修士
(41.8%) が，学士 (30.7%) より多いのは予想外だった.これは，大学院レベルになれば，レポートや
デイスカッシヨンの内容のほうが評価され，試験が課されることはほとんどない(または，少ない)
からと考えれば納得がいく.年月も短くて済む.修士のほうが遠隔学習に向いている市場だといえそ
うである.また，上位の教育ほど師弟関係で行う日本の教育と異なり，米国の場合，大学も基礎的レ
ベルほど少人数でしっかり教えるべきだという考え方があり，その関係もあるだろう.データ数が不
充分なため示していないが，現実問題として最長在籍期間も学校選ぴの重要なポイントである.一般
に，米国より英国のほうが期間が短く，その点厳しいようである.

図 1 2 は，大学が提供しているコースの種類の組み合わせである.これから，学部+院(+無単位
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コース)の総合大学が約50%，学部(+無単位コース)，つまり学部単位のリベラルアー ツ とよばれる

大学が約30%，院(+無単位コース)，つまり研究中心の大学院大学が20%含まれることがわかる.

不明
2% 

無単位コーλ
1% 

院+無単位
8% 

学部+無単位
5% 

図 1 2 設置コース (287校)

校で得た単位が，政府立・州立の大学では認められないことがある.コースに入学する前に，その

単位が互換先の大学でも認められるか否かを確認する必要がある.遠隔学習では単位の相互互換が頻
繁になってきており，無視できない問題である.

6. まとめ

以上，日本から受講できそうな，主として米国の遠隔学習大学について調べてみてわかったことを

まとめると，

(1) Webを使わないところでも，電子メールはどんどん使っていること.

(2) ビデオ会議(5 1.2%)の普及 CATVの影響.

(3) オーデイオ会議(23 .7%)の普及.

(4) TV も思ったより高い利用率(~40%).

(5) アクレディットの問題があること.

(6) 単位互換の問題があること.

(7)通信教育も含めて，海外の大学の歴史的重み，または先進性.

もともとタイプライタを使っていた国だから，電子メールへの移行はスムーズだったはずで， (1) 

は誰でも予測できる. (2) に関して，インターネットと同じくらいCATVが使われている可能性がある.

が(米国のCATVのインフラ利用)，これは発想としてなかった. (4) は，放送大学の地域版でやはり

CATVのインフラが寄与していると捉えている .ア クレディテーションや単位互換の問題はあるが，
全米の高等教育機関の93% が，試験によって知識と技能を確認できれば，実際の学習以前に単位を認

定するといっている.

大切な問い掛け(当り前のことだが)は，

-自分の仕事や生活のパターンとマッチングするか.

.余裕があるか(時間的にも精神的にも).

-サポート体制のしっかりしている大学を選んでいるか.

である.

今回は， SIGEDUの 2 月月例会の話のうち，具体的な大学名や遠隔学習のホームページの解説は割

愛させて頂いた.不足部分については，稿を改めてまた書こうと考えているので，ご容赦願いたい.

今回，取り上げた 287校については学校名のリストを添付した.本論が，遠隔学習や通信教育の知識
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をまとめることに少しでも役立てば幸いで、ある.
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ICU 2001年冬期ソフトウェア開発論授業総括

新谷勝利

o. はじめに

この総括は， (1)シラパス， (2) 受講者調査の 2 部からなり，受講者調査については，あらかじめ生
徒に SEAMAIL に As-Is のかたちで掲載するといってあります. [新谷]の項は新谷のコメントです.
この学校では「授業効果調査J というものが実施されていますが，この原稿に間に合わないので，新
谷が実施した調査への回答のみを採録しました.ソフトウェア工学教育を大学でどのように進めるべ
きかについての議論の参考になれば幸いです.

1 .シラパス

1 • 1 .捜業にあたっての基本的考え方

(1)説明することを一方的に聞くのではな く，質疑応答による双方向授業にする.

(2) 宿題は基本的に毎回出され，次回の講義の最初はその質疑応答により，前回授業の理解程度
を確認して次に進む.

(3) E -mail に依る質疑応答を積極的に推進する.

(4) 全員が同じように理解することは期待しないが，少なくとも理解しない学生はいないことを
期待する.そのために，種々の質疑応答の形態を準備する.

1 .2. 講義の終了時点で受講者に理解してもらいたいこと

(1) Iソフトウェアを開発するJ というのはどんなことをするのか?

(2) ソフトウェア開発に従事するにあたり，何を知っていなければならないか?

1. 3. 講義スケジ.ュール

第 l 回(12月 8 日)

ソフトウェア開発に関連する様々な意見を述べてもらうとともに，用語，考え方，等のレベ
ルセ ッ トを図る.

資料:大須賀論文，情報処理Y.38 ， N.8 ,pp.669 -681 

宿題:上記の論文を読み，自分の感じるところをA4版 1ページで報告すること.

第2回(12月 15 日)

宿題を一人ずつ発表してもらい，ソフトウェア開発に関する諸問題の議論をする.

資料:上記の大須賀論文

宿題: M. Cusumamo著 "MicrosoftSecrets" (Free Press, 1995) を読んで，不明の用語等を列
記すること.

第3回(12月 22 日)

宿題の結果を黒板に列挙し，いくつかの用語を説明するとともに，ソフトウェア開発を産業
として成功させたマイクロソフト社の実態について説明する.

資料:上記の Cusumamo氏の本.

宿題:なし(お正月はリラ ッ クス)

第4回(l月 12 日)

Davis の資料を用いて，ソフトウェアの全過程を通して経験的に知られている考え方を説明
する .
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資料 A. Davis 著" 201 Principles of Software Dev鑞opment" (McGrow-Hill, 1995) の Tabl巴

ofContents および Preface.

宿題:B. B田hm， "Seven Basic Principles of Software Engineering," Journal of System & Softｭ
ware, March, ' 83, pp.3-24 から任意の principle を l つ選び，それについての考察を A4版

1 ペー ジで報告すること .

第5 回(l月 19 日)

宿題を一人一人に発表してもら っ て， 議論する .

資料:上記の Boehm論文.

宿題:なし(前回の宿題について，今日の議論を踏まえて再考する).

第6回(l月 26 日)

宿題を一人一人に発表してもらって，議論する(前回の続き). 

資料:上記の Boehmの本および Davis氏の本.

宿題: F. Brooks, "No Silver Bullet," IEEE Computer, April，任意の項目をピックアップし
て，それがどのように効果があるか(またはないか)についての意見を， A4版 1ページに

まとめる.

第7回 (2月 2 日)

宿題を一人一人に発表してもらって，議論する(前回の続き)

資料:上記の Boehm氏の本， Davis氏の本，および Brooks 論文.宿題 Davis ， Boehm, 
Brooks における共通点，問題意識等にについての感想あるいは意見をA4版 1ページにま

とめる.また， ISo.江EC TR15504-2 に目を通しておくこと.

第8回 (2月 9 日)

休講.

第9回 (2 月 16 日)

Davis, Boehm, Brooks の問題意識について議論するとともに，ソフトウェア開発方法論が実際
にどのように適用されるを説明する.

資料: ISO江EC TR15504-2 

宿題: CMM Technical Report の Introducùonに目を通しておくこと.

第 10回 (2月 23 日)

ISO/IEC TR 15504・2およびCMMを通してプロセスを説明する.

資料: ISO/IEC TR15504・2 および CMMTR の Introducùon

宿題:なし.

第 11 回 (3月 2 日)

試験および総合的な質疑応答.

2. 受講者調査

(1)ソフトウェア工学というものが一体何を目的としたものと認識されているか?

ーソフトウェア開発に関わる学問体系を整え，それを学ぶことで，誰がやっても同じものがで

きるようにすることがーっと，ソフトウェアの生産をなるべく自動化して，無駄なく効率の

高い生産をすることが一つ.

ーソフトウェア工学とは，長年のソフトウェア開発を通して培った再利用可能な手法 (good

practice) をまとめ，ソフトウェア開発をより合理的に行うために，還元されるものである
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と捉えた.この中には，新たな開発から生まれる good practiceの抽出や手法を規定した標準

制作も存在し，これを更新することも ソフ トウェア工学の欠かせない側面であると考えた.

ーソフト ウェア自体は，人の行う べき作業を計算機に代行させるための代理人の役割を果たす

ものであります.それで，ソフトウェア工学はいかに優れていて，効率的にソフトウェアを

開発する過程を研究するものだと，私は認識しています.

ーソフトウェア開発をより効率よく行えるようにして，開発費の削減，開発期間の短縮，品質

の向上を図るための学問.

[新奇] :ソフトウェア工学は発展途上の体系であり，それが幅広い範囲を含むこと，実践的なも

のであることは理解してもらえたと思う. 1 日 2.5時間， 10 日で合計 25時間，これを全日の

クラスに換算すると l 日 5時間として5 日，すなわち 1週間コースとなる.企業内でソフト

ウェア工学を教えた経験からすると，これはあまりに短い時間であるし，実際の経験をして

いないというハンデイキャップがあり，インターネットでのフォローアップも含むリモート

ラーニングをも導入し，継続的刺激，学習というものを考える必要があるだろう.そのため

には，モジ、ユール化したシラパス作成が必要となるだろう.

( 2 )リーデイ ングアサインメントの宿題とした論文を読んで， (1)との関係で何を感じているか?

ーリーデイングアサインメントの論文を読んで大変よかったと思う.ソフトウェア工学は経験か

ら抽出された抽象的な学問であるゆえ，論文という originalな情報媒体を読む方が伝え手の内

容を歪曲した形でない状態で受入れられ，より有効であると考える.

ーまず，この講義を受けるまで，ソフトウェア工学が何であるか知る由もなかった.故に，

( 1 )で記述したものは，講義を通じて受けた説明と読んだ論文から来るものであるから，

(1の最後のプレ ッ トのもの)が感じたことの記述であるともいえる.また，論文に書いてあ

ることについて特に感銘を受けるのは，やはり開発現場で何かしら経験をした人ではない

か.理論はあっても実践が伴わないとやはり理解を深めるのはある面で難しいように思う.

一論文を読んだ結果として，(1の 3 番目のプレットのもの)のような認識になったわけでありま

すが，論文を読んで感じたことは，抽象的な概念の言語化の重要性を感じました.例え

ば， "No silver bullet"では，ソフトウェア開発の理想的な過程を "great designers" などとはっき

りと言語として表現しています.言語化することによって，他の誰もがその概念を理解する

ことができるようになるし，実践もすることができるようになります.今までの私自身に

は，言語化という発想が弱かったので印象に残りました.

- ISO の Software Process Assessment の標準化や CMM 統合の動きから ， 世界のソフトウェア業

界がその開発体制の標準化に向かっていることが分かる.また. "201 Principles" や "7 Basic 

Principles"で示されているように，ソフトウェア開発の際に一般的に注意すべきことが徐々

に確立されつつあるが "Nosilver bullets" は上の流れに逆行して，ソフトウェア問題を一発

で解決できるような万能な方法論はないとしている.私も，いくら全世界標準の方法論を確

立しようとも，それに従いさえすれば，世界中のどこであっても同じ品質のソフトウェアが

できるとは認識しておらず，私のこの認識は，日本のソフトウェア問題を指摘した大須賀論

文によってサポートされる.すなわち，ソフトウェアを開発するのは人間なのだから，その

人間の文化的，社会的背景が大きくソフトウェアの開発方法や理念に影響を与えるのであ

り，このことを考慮すれば，標準化されたソフトウェア工学は，それぞれの地域や社会に合

わせたいくらかのカストマイズが必要だと思われる.

[新谷] :毎回宿題としてリーデイングアサインメントを出すとしても，限定された回数で何を読

んでもらいたいかには，ずいぶん悩んだ.主張に賛成するかどうかは別として，今後の勉強

のために入り口になるようなものを選んだつもりである. (1)で述べた観点から，モジ、ユ

ラー化した分野を代表する論文，前面に渡るもの等に分類したほうがよかったと思っている
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が，今回は幅の広さを主たる選択理由にした.

( 3 )今回の授業から今後どの分野のデシプリンを学習したいと思ったか?

一私の中では，企業というものは完成されたものしか市場にださないという偏見が存在したの

で"good enough"の考え方がショックでした.確かに 100%の完成度を目指すことは，経済的

に無駄なことかもしれない.だが "good enough"の線引きをあまりにも低いレベルに設定

してしまうのも経済的ではなく企業倫理に反するのではないか.ということで "good

enough".と企業の関係について，企業倫理などとの比較検討などを調べてみたい.もう一つ

は，顧客の要求を仕様化する過程，もしくは市場に存在する要求を仕様化する過程につい

て，学習してみたい.人の思考回路をソフトウェアに託すのだから，私はここが一番ソフト

ウェアの難しくて重要なパートだと思っている.

ーやはり基本的なことというか "201 Principles of Software Development" を始めとするソフトウェ

ア開発の基礎理論をきちんと学んでおきたいと，今回の講義を受けて強く感じた.個人的に

理系のどの分野においても，基礎がとても重要だと思うのと，基礎をおろそかにした教科が

苦手科目になっているからだ(できないというより修練が足りないために応用が利かないこ

とが多いだけなのだが).

一外部から依頼されたソフトウェアは，どの時点になったら完成とする(クライアントに正式に

納品できるレベルに達する)のかの基準について，さらに深く学習したいと思った.そのた

めには，最初の要求定義と仕様設計の段階が重要になるので，それらも合わせて学習してみ

たい.

ーソフトウェア工学はソフトウェア開発における good practice を抽出し，体系化した学問で

あるが， good practice を抽出するには，道具として他の学問領域の知識が不可欠である.今

後はソフトウェア工学に関わりの強い商学や経営学などのデシプリンを学習したい.ソフト

ウェア工学をはじめ，自然現象を捉える学問ではなく，手法の集合を体系化した学問につい

ても，もっと目を向けたい.

[新谷] : 2年に渡る授業，リモートラーニングによる授業，等を通してより広い範囲を，か

っ，演習も含みたいと考えている.要求仕様をどうまとめるか?設計の文書化レベルのあ

り方等，設計の演習，テスト計画の考え方，等ソフトウェア開発ライフサイクルに沿い，プ

ロセスの目標に沿い，全体的に鳥服するものを考えてみたい. 201 Principles は，この流れ

をまとめるには非常に参考になる.よって，別のシラパスとしては， 201 Principles に沿った

クラスというものが考えられる.どちらのアプローチをとるにしろ，あたかもソフトウェア

開発のプロジェクトブックを作成するように，システム図，モジ、ユール構造図，モジ、ュール

間関係，等を作成すること，即ち， Iソフトウェア工学を理解する J を最終目標として，要

求分析，システム設計，クラスの実装設計等がなされることになる.システム環境も定義し
なければならない.ここでは，システムという用語およびその考え方が説明される必要があ

る.

( 4 )今回どの分野，考え方をさらに議論したかったか?

-A. Davis による 201 Principles of Software Development の内容にもっと深く入り込んで，ソフト

ウェア開発における基礎知識というものを，議論等を通じて理解を深めたかった.講義の後
半の方法論に入る前にもっとやっておきたかった.時間的制約がきつのが残念.

ーソフトウェア工学が現代の日本のソフトウェア業界(ないしは他の業界も含む)へどのよう
に貢献できるかについて，もう少し議論したかった.日本版 CMM に表されるように，日本

のソフトウェア業界がソフトウェア工学のプリンシプルを応用できることがわかったが，そ

の他の可能性も含めて，議論したかった.

一何らかの形でソフトウェア工学が確立されたとして，それを実際の業務の中で効率的に有意
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義に活用・適用できるソフトウェア開発者の技術的・人間的スキルとしてどのようなものが
あるのか，という話題を議論してみたかった.

ー実際に開発されたソフトウェアの開発プロセスを資料として，そのプロセスについて Valida­
tion や Verification がちゃんと実現できているかなど色々と検討してみたかった.あとは，オ

ープンソースについて議論してみたかった.具体的には Linux と Windows のどちらが将来
伸びていくか，というテーマでデイベートをしてみたかったです.標準化・特許. testing な

どの問題にも絡みそうで面白いと思うのですが.

[新奇] :ほんとうは a 1. .をさらにクラスで勉強したかったが，それにどう自分でアプローチ
すればいいのかが分かったので，あとは自分で勉強しよう」という答もあるかな，と期待し
ていたが，…

ソフトウェア工学の周辺としての，テクノロジートランスファー，知的所有権，チームダ

イナミックス，等をクラス途中でリーデイングアサインメントでもいいから考えることがで
きるとよかった.

( 5 )次年度に受講する生徒のためにどのような改善があるかょいと思うか?

一今年度のように少人数であれば，今のスタイルでも問題はないと思う.積極的に質問を出来
ない人に対して，問いかけをしたりして皆が参加できるスタイルになるとよりよくなりそ

う.時間的にも厳しい面もあると思うが.

一私個人の能力のためかもしれませんが，学期の最初の方はクラス目的が見えにくかったで

す.そのためクラスが開講する前に，薄い本でも課題図書で読んで、から受講すると，クラス

目的のみならず専門用語などの予習になり，短い学期を有効活用できるのではないでしょう
か.あと，実際にソフトウェア開発体験をしても面白いのではないでしょうか.

一実際に簡単なソフトウェアを作る実習の時間を設けて，講義でやった内容を実体験できると
ょいと思う.

一週2時間という短い講義であり多くを取り入れるのは難しいが，概念提唱の範囲から逸脱して

いない.ソフトウェア工学の概念を提えるにあたって，具体例や実体験が必要不可欠であ

る.先生は概念を説明するにあたって，様々な例を紹介されたが，ソフトウェア工学を用い

た総合演習があってもよいのではないかと思う.

[新奇] :ここで述べられらていることにどのように対応するかについては，既に l から 3 への追

記で述べた.土曜日の l時半から 4時までという時間帯に全員が最初から最後まで出席し，リ

ーデイングアサインメント，レポートもしてきており，質疑応答は自分からの質問は必ずし

も多くはないが，こちらからの問いかけには応答する熱心な学生がいてこそこのクラスは所

期の目的をまずは達成できたと考える.前述のコメントに見られるように，これは入口でし
かない.
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International Symposium on Future Software Technology 2002 

October 20-21 , 2002 in Xi'an (Pre-Symposium Tutorials) 

October 23-25 , 2002 in Wuhan (Symposium) 

Co-sponsored by 

Software Engineers Association (Japan) 

UNU Intemational Institute for Software Technology (Macau) 

Northwest University (Xi'an, China) 
and 

Hu但hong University of Science and Technology (Wuhan, China) 

ISFST2002 is the 7th Intemational Symposium on Future Software Technology. 

The previous six symposia in this series were successfully held in China since 1996. The series have 

been ccトorganized by SEA (Software Engineers Association) of Japan, UNUIIIST (lntemational 

Institute of Software Technology of United Nations University), and the 10ca1 host academic org叩lza­

tlOns. 

This year, Northwest University (NWU) in Xi'an and Huazhong University of Science and Technolｭ

ogy (HUST) in Wuhan will be our host. 

Thepu中ose of the Symposium is to review the 民centprogresses in software technology, to exchange 
various technical and business information, and to promote the sound industry-academia cooperation 

for future. It will provide a unique opportunity for practitioners, researchers and educators in software 

community to gather latest information and discuss the advances 疣d the trends in the field. Program 

committee is looking forward to receive your submission of research papers, experience reports，叩d

tool demonstrations related to the following topics. 

Topics: 

Suggested topics include, but are not limited to: 

Computer Human Interaction 

Distributed Computing 

Intemet Security 

Knowledge and Data Engineering 

New Application Technologies 

Product Line Engineering 

Requirement Engineering 

System Evolution andMaintenance 

Web-based Information Systems 

Data Mining and Knowledge Discivery 

Formal Methods 

IT Industry Experiences 

Mobile and Multi Agent Systems 

New Application Domain (e.g.: eCommerce) 

Process 叩dProject Management 

Software Development Paradigm (e.g.: Open Source) 

Testing and Quality Management 
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Call for Papers Seamail Vol.13, No.4 
The unique feature of the ISFST symposia is that the program includes informal but intensive working 

group style discussion sessions besides ordinary-style paper presentations. Industry people are encourｭ

aged to propose demonstration of tools instead of submitting regular papers. 

AIso, this year's ISFST will feature pre-symposium tutorials. Those tutorials will be held in Xi'an, 

and the symposium will be held in Wuhan. Proposals for various topics are welcome. 

Both cities have unique historical background and culture. So, the attendees will be able to enjoy difｭ

ferent atmosphere of these two cities. 

Paper Submission: 

Submissions for a full paper or an extended abstract should be received no later than end of June, 2002 

by one of the Program Co-Chairs: 

Paper Submission Addresses: 

Paper submissions should contain the type of the submission (Full [5000 words] or extended-abstract 

[1500 words]), title,.author names and their affiliation and address, abstract, list of keywords, followed 

by the text. 

Tool demo submission should contain the name of the tool, author names and their a伍liation and 

addresses, list of keywords, followed by the text describe tool function. 

Tutorial proposal should contain name and contact information of the proposer, the title of tutorial, 

pu中oseand scope, duration (full-or half-day), and summary oftopics to be covered. 

Only electronic submission in PDF, Portable Postscript, or Word format via e-mail will be accepted. 

Important Dates: 

Submission deadline: 

Notification of acceptance: 

Final paper due: 

June 30, 2002 

August 15, 2002 

September 30, 2002 

Paper selection will be based on origina1ity and contribution to the topics. SEA, Japan will publish the 

symposium proceedings with ISBN number after the symposium by compiling the papers accepted 

and presented at the symposium, and the summary report of working group discussions, etc. 
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